











ているが、代表的なものとして Simon (1955) 
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には 0.5 である。したがって、 になる。















ネットワーク 標本数  出典論文
WWW 325729 2.45 2.1 1.2 9 Albert, Jeong & Barabási 1999 
WWW 4 × 10７ 2.38 2.1 1.6 9 Kumar et al. 1999 
WWW ２× 10８ 2.72 2.1 0.4 9 Broder et al. 2000 
Internet, domain 3015-4289 2.1-2.2 2.1-2.2 4-9 4-9 Faloutsos 1999 
Internet, router 3888 2.48 2.48 1.1 1.1 Faloutsos 1999 
Internet, router 150000 2.4 2.4 1.5 1.5 Govindan 2000 






















































































































































　アメリカ合衆国のデータは 2010 年 Census で
ある。都市圏データの方がより適切であると考














1～ 14 1.20 1 ～ 15 1.19
15 ～ 35 1.99 16 ～ 40 1.57
36 ～ 100 1.45 41 ～ 100 1.38
101 ～ 440 1.06 101 ～ 130 1.00
441 ～ 2500 0.71 131 ～ 300 0.89






16 ～ 40 1.21
41 ～ 100 0.97
101 ～ 250 0.75
251 ～ 700 0.68
701 ～ 917 0.27
（表）アメリカ合衆国　2010 年都市圏人口順位別のβ値
Census 2010 of the United States of America



















2 1 4 3 0.7500 
11 10 121 120 0.9917 
101 100 10201 10200 0.9999 
1001 1000 1002001 1002000 1.0000 
10001 10000 100020001 100020000 1.0000 





2 1 64 7 0.1094















（3） ケースの例として， ＝2， ＝1
　すなわち
　　
　 ＝10 の場合について(1-27) 式の右辺カッ
コ内の値を計算する。
0.1 0.01 0.001 0.0001
1 1.00483 1.00048 1.00005 1.00000
10 1.00529 1.00048 1.00005 1.00000
100 1.11111 1.00053 1.00005 1.00000
1000 0.99944 1.01010 1.00005 1.00000
10000 0.99995 0.99994 1.00100 1.00001




 0.90 -0.10536 -0.100 0.94912
 0.91 -0.09431 -0.090 0.95429
 0.92 -0.08338 -0.080 0.95944
 0.93 -0.07257 -0.070 0.96458
 0.94 -0.06188 -0.060 0.96969
 0.95 -0.05129 -0.050 0.97479
 0.96 -0.04082 -0.040 0.97986
 0.97 -0.03046 -0.030 0.98492
 0.98 -0.02020 -0.020 0.98997
 0.99 -0.01005 -0.010 0.99499
0.995 -0.00501 -0.005 0.99750
0.999 -0.00100 -0.001 0.99950
（5） Simon(1955) や Barabási & Albert(1999)、
およびそれらを踏まえた論文では、優先的選択
の仮定がベキ乗則生成の基礎になっている。
（6） (2-17) 式から(2-21) 式の論理はkrugman 
(1996) による。
（7） (2-22) 式から(2-25) 式の論理は 鈴木武 
(1998) による。
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